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研究成果の概要（和文）：本研究は従来自然美論、風景論、環境美学、都市美学という評語のも

とで考えられてきたさまざまな具体的、個別的諸問題領域を、日常生活の場において企てられ

たさまざまな美的実践としてとらえなおし、あらたな理論化を目指すものである。具体的には

風景、都市景観、森林、公園、庭園、人工地盤、観光、映画ロケ地、遊芸、雨（天候）、清掃ア

ートなど多様な現象をとりあげて分析し、その成果を『日常性の環境美学』（勁草書房、2012）

として刊行した。  

 

研究成果の概要（英文）：This project aimed to take the problems anew which have been  

discussed in the aesthetic theories of natural and urban environments and to reconsider  

them in terms of the aesthetic practices performed at various topoi of everyday life  

(Biotopes). They covered such aesthetic phenomena as natural and urban landscape, woods, 

parks, gardens, locations of cinema, whether, sightseeing tours, Japanese tradition of 

arts in private life, and a contemporary art of cleaning. As a result, a book  

Nichijousei no Kankyo-Bigaku (:The Environmental Aesthetics in Everyday Life, ed. by K. 

Nishimura, Keiso-Syobou, Tokyo, 2012) was published.  
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１．研究開始当初の背景  

従来の美学はややもすれば芸術作品を中心 

とする「もの」や「対象」の美学であった。 

しかしわれわれ人間が日常生活をいとなむ 
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「トポス（場）」においてもさまざまな美的 

現象や美的経験が生じている。しかしこれら 

を生活場所の構造の全体においてとらえる 

試みはまだ十分にはなされていない。一方で、 

従来の自然美論、環境美学の問題点は、そも 

そもそれらが前提している「自然」や「風景」 

や「環境」というコンセプトがある種理念的 

で具体性に欠くことにある。 

 

２．研究の目的  

それゆえ本研究は、従来自然美論、風景論、 

環境美学、都市の美学として研究されてきた 

考えかたに共通する原理的な問題点、つまり 

そもそもそれらがあらかじめ前提している 

「自然」「風景」「環境」といったコンセプト 

自体があいまいで混乱していることを見極 

めた上で、新たなコンセプトを構築し、これ 

にもとづいて、それら自然や風景、環境、都 

市といった生活の場所において日々営まれ

るさまざまな美的実践の有り様を、そのそれ

ぞれの特殊性を浮かび上がらせる形で記

述・分析することをめざす。  

 

３．研究の方法  

20人の研究分担者の課題を（1）基本的コン 

セプトの原理的検証、（2）風景、庭園、森林、 

都市問って特定の自然環境にかかわる美的 

ふるまいの分析、（3）歴史的時間と場所のか 

かわりを、その場所に付着するパトスや記憶 

を問い、またそこを散歩しあるいは旅する行 

為の意味を問うことであきらかにする、（4） 

現代の音楽やアートにおける美的経験と環 

境の関係の解明、（5）劇場や撮影現場という 

芸術行為が発生する場に特有の美的共同体 

の構造分析、（6）日本における生活場所似根 

ざす美的なふるまいの分析、の 6点に振り分 

けた。毎年数回ひらかれる全体会議以外にも、 

海外の研究者もふくめたゲストスピーカー 

をほぼ毎年招請し、かれらの講演と討議をつ 

うじてあらたな方向性や可能性を探った。一 

方で、研究成果を国内の学会はもとより、海 

外で行われる国際会議の場でも発表するこ 

とで、国内外に研究成果を発信することにつ 

とめた。  

 

４．研究成果  

研究会での研究成果の発表を基礎に、2007 

年 7月にトルコ・アンカラで、また 2,010年 

に中国・北京でおこなわれた国際美学会議で 

の発表、国内の美学会例会や全国大会での 

発表、学会誌をはじめとするさまざまな雑誌

での論文発表をつうじて、これまで日本では

あまり論じられてこなかった日常性の美学

や環境美学に対する関心を喚起した。また

2012年 3月には研究成果を書籍（西村清和編

『日常性の環境美学』、勁草書房）として出

版したが、研究成果をひろく告知するべく、

最終年度（2010年）の補助金の一部を「繰越

金」として、これを多くの研究者に献本する

ために使用した。  
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